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５） この部分は本文 (p 477) と表があわないが，ここでは本文に従う。
６） 文中にある「自言」については籾山明氏が検討されている。
籾山明『中国古代訴訟制度の研究』（２００６年 京都大学学術出版会 京都）
７） 佐原康夫「江陵鳳凰山漢簡再考」（『東洋史研究』第６１巻第３号 ２００２年）
８） 鳳凰山１６７号墓発掘整理小組「江陵鳳凰山一六七号漢墓発掘簡報」（『文物』１９７６年第
１０期）
９） 漢代死者に対する考え方については小南一郎氏によるものがある。
小南一郎「漢代の祖霊観念」（『東方学報』（京都）第６６回 １９９４年）
１０） 胡雅麗「楚簡の遣策に見える葬器制度について」（早稲田大学２１世紀 COE・東北大学
オープンリサーチセンター共催国際シンポジウム「楚墓の発掘と楚文化の地域性」での発
表）
社会イノベーション研究
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